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【朝日町風土記】

遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

り
暢
朝
日
町
全
域

（境
地
区
）

(1) 

盆

踊

お
盆
の
前
後
に
な
る
と
．

一隻
の
慢
の
情
緒
幽
官
庁
官
盆

踊
リ
が
岳
地
で
行
わ
れ
る
“

踊
り
の
広
場
に
は
、
中
央
に
音
頃
の
杓IL
ノ一
フ
rr
一組
「行

村
の
老
若
男
女
が
浴
夜
盗
で
リ
ナ
竹
や
そ
吟
て
っ

て
踊

る
の
．ゲ
ふ
つ
う
で
あ
る
が
・
本
来
宮
死
者
の
雲
寺
引
止

め
る
人
ま
鎮
め
」の
行
事
で
あ
っ
f，
y
＼考
汚
ら

η
る

盆
踊
り
は
念
仏
踊
り
か
ら
発
し
た
も
の
－
h
－し
い
ザ

こ
れ
存
一
庶
民
の
レ
ク
リ
Ti
l
－ソ
ヨ、ノ
的
ね
・も
の
に
人

た
の
が
渡
り
山
伏
で
あ
る
と
い
わ
れ

で
の
亡
約
一
万

盆
踊
り
の
広
場
は
多
く
村
窓
の
お
宮
の
頃
内
が
使
わ

れ
る
朝
日
町
の
盆
踊
り
の
中
で
最
も
特
色
の
あ
る
あ
の
け
い

境
地
区
の
も
の
で
、
踊
り
は
草
島
音
頭
と
称
さ

杓

宮

崎

大

平
、
上
路
．
玉
ノ
木
、
市
振
な
一
Y

＼槻
お
問
じ
系

統
の
も
の
で
あ
る
が
‘
境
地
区
の
も
の

は

こ

の
ほ

円－
「ぐ
ど
き
節
」
と
呼
名
不
詳
の
音
頭
の
三
種
頴
戸

蹄

ら
れ
て
い
る
・

大
太
鼓
が
時
お
り
泊
平
を
と
る
よ
う
に
打
た

杓

「

ヨ
1
イ
ヤ
1

ヨ
イ
ヤ
｜
ネ
｜
」
の
〈
と
き
節
と

一

セ
ッ

サ
l
セ
｜
」
の
草
島
音
頭
の
は
や
し
こ
と
ぽ
で

ゆ
る
や
か
に
．
普
通
の
盆
踊
り
と
は
反
対
に
左
廻
り

に
踊
る
様
子
は
ま
こ
と
に
漣
雑
で
あ
る

「
盆
の
十
六
日
二
度
あ
る
な
ら
ば
．親
の
墓
所
へ
二
彦

参
る
：
・
親
の
墓
所
へ
二
度
参
る
」
前
節
を
音
頭
取
り

が
唄
い
後
節
を
踊
リ
手
が
唄
い
返
す
踊
り
司
一
た
雫－

鎮
め
」

に
ふ
さ
わ
し
い
誼
踊
り
で
あ
る
、
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町
民
の
み
な
さ
ん
へ

ご
協
力
の
お
ね
が
い

昭
和
五
十
年
園
野
調
査
が
こ
と
し
十
月
ど
の
諸
施
設
や
、
議
員
定
数
の
決
定
、
地

一
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

方
交
付
税
の
算
定
基
準
に
欠
〈
二
と
の
で

国
努
調
査
は
、
大
正
九
年
以
来
五
年
毎
き
な
い
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
は
十
調
査
員
が
閥
査
に
伺
い
玄
し
た
際
に
は

こ
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

国
鈴
調
査
の
重
要
性
を
充
分
に
ご
理
解
い

調
査
の
結
果
は
、
人
口
対
策
を
始
め
と
た
だ
き
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
、
社
会
福
祉
、
住
宅
、
交
通
、
環

境

墜

す

。
な
お
、
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
の
概

備
、
都
市
計
画
、
雇
用
、
労
働
、
教
育
な
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

明 2.: I ;} ひさあ

調
査
の
対
象

十
月
一
白
現
任
、
本
邦
内
に
住
居
を

有
す
る
す
べ
て
の
者

（
住
居
と
は
三

か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
か、

居
住

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
場
所
）

調
査
事
項

①
氏
名
①
世
帝
主
と
の
続
き
制

①
男
女
の
別

①

出

生
の
年

月

①

配
偶
の
関
係
①
国
籍

①
就
業
状

態
＠
従
業
上
の
地
位

①

所
属
の

産
業

⑮

版

業

⑪
従
業
地
又
は
通

学
地
＠
位
制
人
員
⑬
位
指
の
租

類
＠
住
居
の
組
類
＠
居
住
銭
高
山

＠
居
住
室
百
数

間
査
の
方
法

企
画
で
ん
ハ
七
万
人
、
朝
日
町
で
は
聞

か
ら
任
命
さ
れ
た

一
一
五
名
の
調
査

員
が
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま

で
各
世
裕
に
調
査
以
径
配
布
し
、
世

報ー広
町4泊：32~~ 8月 8日
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務
で
記
入
し
た
後
、
十
月

一
日
か
ら

五
日
ま
で
の
あ
い
だ
に
取
集

国
努
調
査
員

（
調
査
区
頗
）

岡
本
信
夫

（
策
室
ー
野
）
犬
由
度
昭
（
東
草

野
）
折
谷
邦
夫
（
大
室
）
田
中
秀
夫
（
松

露
町
）
山
崎
秀
行
（
泊
病
院
）
荒
尾
諮
問治

（
弥
生
町
）
島
田
利
勝

（
本
町
）
米
谷
権

次
郎
（
上
町
）
大
平
与

一
（上
町
）
八
木

仙
之
助
〈
上
町
）

寺
凹
港
義
（
東
草
野
）

上
沢
弘

（
清
水
町
）
寺
田
利
太
郎
（
清
水

町
）
魚
津
義
健
（
西
町
）
松
原
富
一
（
幸

町
）
村
口
妨
朗

〈
本
町
〉
舘
長
久
（
荒
川

一
〉
中
間
勲

（中
町
）
土
居
消
江
（
中
町

）
舟
見
毘
到
（
荒
川
五
）
前
桜
七
郎
（
荒

川
四
）
沢
田
繁
機
〈
荒
川
二
）
品
川
郎
銀
次

（荒
川
一ニ
）
酒
井
秀
郎
（
末
広
町
）
石
紀

己
関
（
栄
町
）
入
江
直
人
（
栄
町
）
坂
牒

高
明
（
下
道
下
）
中
尉
荊
夫
〈
沼
保
）
自

問
繁
松
（
中
道
下
）

松
平
好
森

（
上
道
下

）
谷
口
秀
同
列
（
平
柳

一
）
西
川
重
成
（
平

柳
二
）
問
中
久
雄
〈
日
東
町
）
平
崎
勇

（

日
東
紡
）
問
中
四
郎
（
西
三
浦）

問
中
恒

夫

（中
三
浦
）
福
地
与
三
吉

（束
三
浦
）

水
鳥
周
作
（
宮
本
町
）
水
砧
畑
次
郎

（下

償
尾
）
砧
端
正
犬
（
上
回
似
尼
）
西
村
実
（

砲
泉
町
）
濁
品
卸
久
治

（楠
向
町
）
加
藤

市
助
（
神
田
町
）

玉
木
俊
火
（
東
下
町
）

居
波
千
吉
郎

〈
西
下
町
）
松
下
源
二
（
小

吏
）
坂
藤
正
接
（
越
〉
南
部
稔

〈
町
南
保

〉
小
林
戊

（
竹
の
内
〉
清
水
英
一
似
（
・
尚
品

）
近
制
服
健
作
（
長
野
）
古
川
彦
市

（石
谷

・
仙
の
服
）
佐
々
木
次
郎

（谷）

長
崎
突

（蛭
谷
）
谷
口
政

一
〈
蛇
谷
〉
谷
口
宗
次

（雌
谷
）
大
線
開
三
（
殿
町
）
臨
熊
和
彦

（殿
町
）
間
水
政
雄
（
殿
町
）
水
野
敏
到

〈
辻
岩
崎
）
安
述
力
久
（
辻
岩
崎
）
安
滋

勲
（
辻
岩
附
）
森
岡
義
時

（細
野

・
山
王

）
七
沢
政
重
（
坊
）
上
不
幸
太
（
越
）
川

端
券
苦
（
小
配
地
）
大
井
久
治
（
山
崎
新

）
小
山
秋
次
（
花
房
）
由
井
博

（
舟
川
新

）
林
正
康
（
三
枚
楠
）
広
田
博

（窪
田
）

清
水
明
正
（
金
山
）
議
野
熔
（
金
山）

長

原
忠
（
大
家
庄
）
水
井
秀
縫
（
柳
田
）
沢

崎
幸一ニ

（
井
の
口
）
川
上
位
恒
三
（
不
動
堂

〉
紘
一
雄
（
横
水
）
高
島
幸
雄
（
高
野）

能
沢
道
夫
（
下
山
新
）
松
田
弘

（下
山
新

〉
川
瀬
茂
〈
下
野
）
菅
井
幸
作
（
横
道
〉

森
岡
政
信

（
藤
塚
）
広
田
鹿
作

（赤
川）

島
幸
作
（
赤
川
）
商
品
啓
三

（草
野）

篠

田
屯
潟
（
草
野
）
守
旧
啓
次
（
月
山
）
西

国
鉄
夫
（
月
山
）
問
問
進

（桜
町
）
松
井

孝
蹴
（
旭
ケ
丘
）
向
尚
液
栄
（
綾
町
）
高

砧
悦
秀
（
桜
町
）
川
勝
純
子

（宮
崎
）
水

ω判
（
問
附
）
河
内
羽
子

（日出附
）
水
品

尖
平
副

（宮
附
）
加
雌
則
以
〈
宮
崎
）
近

江
副
会
河
原
政
）
竹
内
対
尖
（
笹
川
）
竹

内
徳
二

（笹
川
）
勝
同
議
政

（笹
川
）
折

作
太
治
（
恒
川
）
小
林
袋
正
（
笹
川
）
長

弁
賢
男
（
笹
川
）
兵
庫
俊
春
（
境
）
水
島

軍
治
（
境
）
水
品
英
明
〈
境
）

野
間
と
し

子
（
境
）
水
島
一
行
（
境
）
線
建
智
恵
子

（
大
平
）
長
律
高
尾
（
羽
入
）
背
品
加
次

（
羽
入
）
長
津
間
忠
（
湯
の
瀬
）

富
山
県
と
朝
日
町
の

人
口
予
想
懸
賞
募
集

き
た
る
十
月

一
白
に
は
、
全
国
一

斉
に

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
富
山
県

と
朝
日
町
で
は
そ
れ
ぞ
れ
十
月

一
日
現
住

の
人
口
予
想
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

富
山
県
人
口
予
想
募
集

応
募
資
格

県
内
に
在
住
す
る
者

応
募
方
法

郵
便
葉
山
刊
に
必
ず

「
日
山
県
人
口
下
似

解
答
」
と
HH
u
t
口
県
九
一
政
に

一
山
の
科

と
住
所

・
氏
名

・
年
倫
を
記
人

あ
て
先

マ4

・Fh
u
n
k
u

詰
山
市
新
総
山
輸

一
番
七
号
、
富
山
県

統
計
調
査
課
内
「
県
人
口
予
想
懸
白
募

集
係
」

締
め
切
り

十
月

一
日
（
水
）
当
日
消
印
ま
で
有
効

発

表十
二
月
末
の
予
定

賞

金ピ
ク
リ
円
以

（
有
万
円）

一
名

・
金
口

（
二
万
円
）

一
名

・
銀
白
（

一
万
円
）

一
名

・
銅
髄
（
五
平
円
）

一
名
・
桟
念

白

（
一
一
千
円
）
十
取
引

ヒ
ン
ト
昭
和
凶
十
五
年
国
勢
調
食
人
口

一、

O
二
九、

六
九
汽
人

間
利
回
卜
九
年
十
月

一
日
現
花
人
口

一、

O
六
凶、

二
二
九
人

朝
日
町
人
口
予
想
募
集

応
募
資
格

町
内
に
在
住
す
る
者

応
募
方
法

郵
便
撰
苗
に
必
ず
「
朝
日
町
人
口
予
想

解
答
」
と
雷
き
、
葉
啓
一

枚
に

一
点
の

答
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入

あ
て
先
制
出
町
沼
保
九

六

九

朝
日
町
役
場
内

「
朝
日
町
人
口
予
想
。説
集
係
」

締
め
切
り

十
月

一
日

（
水
〉
当
日
，
指
印
ま
で
有
効

発

表十
二
月
末
の
予
定

賞

品合
問
（

一
名
）
銀
臼

（
二
名
）
銅
白
（

三
名）

ヒ
ン
ト
川
和
川
十
五
年
同
勢
調
汽
人

n

一
九、

三
一
一

人

川
和
四
十
九
年
十
月

一
日
現
犯
人
口

一
八
、
九
五
五
人

(2) 



昭 和 50年 9月 10日
＋第 24 I号・ー・・・・・一一一一一月 刊【融月10日宛行〉 一一－一一一

手
当
は
こ

の
よ
う
な
人
に
支
給

さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
、
死
亡
、

廃
疾
、
遺
采
等
で
父
裂
の
い
な
い
毅
務

教
育
前
の
お
子
さ
ん
を
益
帯
同
し
て
い
る

母
親
、
ま
た
は
養
育
者
で
公
的
年
金
〈

一
部
を
除
く
）
を
受
げ
て
い
な
い
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
輩
狭
郡
安
手
当
は
精
神
ま
た
は

身
体
に
盟
皮
の
間
留
を
も
っ
二
十
イ
未

満
の
お
子
さ
ん
を
聾
宵
し
て
い
る
父

親
、
母
親
な
ど
盛
背
話
の
万
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

法
停
の
改
正
に
よ
り
今
年
十
バ
か
ら

お
子
さ
ん
の
み
の
国
鯖
要
件
が
徹
廃
さ

れ
日
本
人
で
は
な
い
お
子
さ
ん
に
も
、

特
別
児
噌
法
廷
手
当
は
中
程
度
の
附
告

の
お
子
さ
ん
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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支
給
さ
れ
る
手
当
の
額

児
童
狭
婆
手
当
は
お
子
さ
ん

一
人
の

場
合
月
額
九
、
八

O
O円
、
二
人
の
場

合
月
額
八

O
O円
加
算
さ
れ
、
三
人
以

上
の
場
合
一
人
ふ
え
る
ご
と
に
月
額
四

0
0円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
五
十
年
十

月
か
ら
お
子
さ
ん

一
人
の
場
合
月
額
が

一
五
、
六

O
O円
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
お
子
さ
ん
一

人
に
つ
き
月
額
一

一
、
三
O
O円
で
す

が
五
十
年
十
月
か
ら
彊
皮
の
臨
んmu
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
は
a

人
に
つ
き
月
額

一八、

0
00
円
、
ま
た
中
程
度
の
間

訟
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は

一
人
に
つ

き
月
額

一二、

0
0
0円
支
給
さ
れ
ま

す。
手
当
を
受
け
る
方
の
所
得
制
限

手
当
を
う
け
よ
う
と
す
る
者
の
前
年

の
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
の
扶
養
親
族
等
の

数
に
よ
り
所
得
の
制
限
を
こ
え
る
と
き

は
手
当
は
支
給
ぢ
れ
ま
せ
ん
。

（
扶
養
親
族
0
人
の
羽
合
一
、
六
三

二
、
五
ハ
む
円
）

手
当
は
い
つ
か
ら

支
給
さ
れ
る
か

手
当
は
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
払
方
法

手
当
は
柾

S
に
よ
り
九
月
、
五
月
、

一
月
に
前
月
分
ま
で
指
定
郵
便
局
窓
口

で
支
払
わ
れ
ま
す
。

受
総
資
絡
の
あ
る
方
で
ま
だ
手
続
き
し

て
い
な
い
方
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
湯

住
民
銀
箔
祉
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
に

障
害
福
祉
年
金

国
民
年
金
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
昨
年

か
ら
ニ
級
障
害
者
に
も
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ニ
級
障
害
と
必

身
体
障
害
者
手
般
の
三
程
程
度
、
及
び

内
部
疾
患
や
精
神
の
障
害
で
家
族
の
助
け

を
借
り
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
で
、
つ

ぎ
の
祭
件
に
該
当
す
る
こ
と

が
必
盟
で

す。＠
脳
和
四
十
九
年
三
月
一
円
に
お
い
て

二
十
才
以
上
の
人
で

て
二
十
才
的
に
初
診
U
の
あ
る
人

て

昭
和
三
十
六
年
凶
月

一
目
的
に
初

診
H
の
あ
る
人

。
明
治
四
十
四
年
四
月
一
目
前
に
生
ま

れ
た
人
で
七
十
イ
釆
満
の
人

年
金
相
談
所
開
設

九
月
二
十
九
日

朝
刊
町
で
は
九
月
二
十
九
日
（
月
）
年

金
相
談
所
を
聞
き
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な

ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
や
、
旋
問
な

ど
を
、
お
聞
き
し
知
り
合
う
無
料
相
談
所

を
聞
き
ま
す
。

と
き
午
前
九
時
三
＋
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

朝
日
町
総
工
会
館

と
こ
ろ

心
身
障
害
者

一雇
用
促
進
月
間

九
月
一
日
J
三
十
日

心
身
障
由
者
の
服
用
促
巡
は
、
昨
年
か

ら
の
不
況
な
ど
に
よ
り
、
乙
れ
ら
の
万
々

の
凶
用
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
九
月

一
白
か

ら
三
十
日
ま
で
の

一
か
月
聞
を
「
服
用
促

進
月
間
」
と
定
め
、
服
用
勧
奨
等
に
積
極

的
な
運
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
業
所
の

皆
さ
ま
方
、
一
一
胞
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
生
か
そ
う

伸
ば
そ
う
か
く
れ
た
能
力

戦
没
位
打
迫
悼
法
安

常
ま
れ
る

伺
円
町
遺
族
会
主
恨
の
間
和
五
十
年
度

朝
U
町
戦
世
話
追
料
法
要
が
七
日
月
一
一十
州

日
常
光
hV
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
遺
成
約
三
百
人
が
容
州
、
ニ
ベl

五
名
の
僧
侶
の
読
経
の
中
で
、
町
政
族
会

長、

町
長
等
科
民
代
表
の
一院
干潟町に続
き
追

悼
の
辞
が
あ
り
、
今
何
の
平
和
の
い
し
ず

え
と
な
ら
れ
た
七
O
九
径
の
め
い
稿
を
祈

り
ま
し
た
。－
v
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城
山
登
山
口
に

休
憩
園
地
が

で
き
ま
し
た

町
で
は
、
乙
の
ほ
ど
、
県
立
自
黙
公
幽

城
山
の
笹
川
登
山
口
に
体
出
凶
地
を
つ
く

り
ま
し
た
。

ζ
ζ

は
、
減
山
へ
登
る
迫
と
笹
川
部
wm

へ
行
く
泊
の
分
岐
点
で
、
つ
め
た
い
消
水

が
わ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
古
く
か
ら
間

川
地
区
の
人
速
や
、
成
山
や
七
理
問
、
三

峰
を
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー
述
の
休
副
所
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
以
前
に
蝦
附

さ
れ
た
水
飲
み
場
が
あ
る
だ
け
で
さ
き
ご

ろ
か
ら
県
立
自
然
公
園
の
入
り
口
に
ふ
さ

わ
し
い
休
憩
箇
地
の
整
備
が
強
く
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
地
元
笹
川
地
区
の
協
力
を

得
て
、
き
れ
い
に
整
地
し
た

一
六
五
平
方

米
の
敷
地
に
疎
開
や
ベ
ン
チ
、
花
壇
を
設

置
、
更
に
キ
j
と
キ
ン
ケ
イ
の
烏
舎
も
建

て
る
な
ど
し
て
、
品
ち
が
え
る
よ
う
な
困

地
に
生
ま
れ
盆
わ
り
ま
し
た
。

(3) 

近
年
、
便
所
の
水
洗
化
に
伴
う
し

尿
仰
化
そ
う
の
ぷ
闘
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。乙の
し
尿
浄
化
そ
う
を
段
置
す
る

場
合
保
健
所
へ
殴
鐙
届
出
書
を
二
通

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届

出
を
し
な
い
ポ
段
置
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、

し
尿
浄
化
そ
う
を
設
配
す

る
場
所
は
、
排
水
路
、

河
川
等
の
排

水
箇
所
を
有
し
、
か
つ
浄
化
そ
う
の

排
水
が
希
釈
浄
化
さ
れ
る
に
十
分
な

水
量
、
水
流
が
常
時
確
保
さ
れ
て
い

る
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
他
河
川
関
係
者
や
、
町
内
関
係
者

の
同
意
由
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
か
ら
C
在
意
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
情
の
設
置
は

印
刷
出
を
出
し
て
か
ら
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大
切
な
と
り
入
れ
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

よ
い
米
作
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う

朝
日
産
米
の
声
価
を
高
め
る
た
め
に

乾
燥
調
整
技
術
の
向
上
を

脱
被
作
業

自
悦

mJ－ン
，h
イ
ン
に
よ
る
脱
伐
が

主
体
と
な
る
の
で
、
判
の
引
似

（
創
紋

米
の
阪
凶
に
も
な
る
）
や
変
白
米
に・
H

必
ず
る
。

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
う
と
き
の

注
意
点
ωツ
ユ
が
完
全
に
お
ち
て
か
ら
作
業
を

す
る
。

ω乾
燥
機
の
能
刀
に
合
わ
せ
て
刈
取
を

進
め
る
。

ゆ
各
部
分
の
回
転
数
を
適
正
に
し
、
脱

プ
米
や
傷
籾
の
で
き
る
の
を
防
ぐ
。

乾
燥
作
業

乾
燥
の
ポ
イ
ン
ト
は
例
制
れ
米
と
蛇
艇

ム
ラ
を
少
く
す
る
こ
と
で
す
。

乾
雌
織
の
使
い
万
が
ま
ず
い
と
品
聞
な

極
端
に
怒
く
し
ま
す
。

ω乾
燥
績
は
商
向
の
風
通
し
の
良
い
所

に
殴
置
し
、
湿
っ
た
空
気
は
す
み
や

か
に
外
へ
緋
出
で
き
る
よ
う
に
し
ま

’U
ょ・っ。

ω乾
燥
ム
ラ
を
少
〈
す
る
た
め
に

①
平
型
乾
燥
機
の
推
積
高
さ
は
刊
印

以
内
に
す
る
。

①
立
型
、
平
型
乾
燥
機
は
途
中
で
か

く
は
ん
す
る
。

伺
位
似
終
了
後
は
、
か
く
は
ん
推
間

し、

む
し
う
な
ど
で
出
う
。

山
乾
燥
温
度
と
湿
度
を
適
正
に
す
る

①
じ
ゅ
ん
か
ん
明
慌
倣
践
は
銘
附
別

に
指
定
し
た
温
度
を
磁
守
す
る
J

①
児
明
、
以
－

mh佼
桜
擦
は
、
次
に
よ

り
温
度
を
加
減
す
る
コ

附
天
の
時
、

気
温
L
5

J

叩
℃

虫
雨
天
の
時
気
自

T
3
1日
℃

（
住
｝た
だ
し
法
風
段
高
副
皮
は
お
℃

以
下
と
す
る
。

送
胤
限
度
は
刊
%
以
上
と
す
る
c

凶
乾
燥
時
聞
を
超
過
し
な
い

①
北
傑
棋
を
止
め
て
か
ら
も
余
黙
で

0
・
五
%
程
度
の
水
分
が
減
る
の

で
そ
の
分
を
見
込
ん
で
乾
融
機
を

止
め
る
。

①
水
分
測
定
は
、
カ
ン
に
た
よ
ら
ず

水
分
測
定
機
で
健
実
に
測
る

（そ

の
際
、
折
－一小
水
分
仙
の
制
度
Mm正

も
忘
れ
ず
に
）
。

籾
摺
作
業

此
倣
阻
後
の
籾
は
推
積
し
、

一
昼
夜

以
上
経
過
し
て
か
ら
籾
摺
を
行
い
肌

ず
れ
の
少
な
い
、
粒
ぞ
ろ
い
の
良
い

米
に
仕
上
げ
る
。

異
臭
米
、

変
質
米
の
防
止

ω不
完
全
燃
焼
を
ざ
け
る
た
め
、

バ
ー

ナ
ー
の
掃
除
と
調
態
を
時
々
行
う
。

山
内偶
然
の
散
布
は
、
傾
制
期
ま
で
に
終

る。

話
量
自
は
正
し
く
信
用
の
お
け
る

朝
日
度
米
に
・・
・・・
－h
y
・

量
目
は
正
確
に
は
か
る

皆
掛
け
重
量

麻
袋
六
一

・
＝一
句

紙
袋
一
ニ

0
・
五
同

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

農
作
業
事
故
を
防
ご
う

最
近
、
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
ζ

と
を
守
っ

て
農
作
業
を
す
す
ヲ
め
て

下
さ
い
。

間
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
が
最
も
多
い

て

手
刈
り
稲
を
脱
殺
す
る
と
き
は
、

チ
ェ
ー
ン
や
回
転
部
に
注
意
し
な
が

ら
、
少
し
づ
っ
脱
殺
し
ま
し
ょ
う
3

二
、
カ
ッ

タ
ー
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
巻

き
つ
い
た
ワ
フ
は
必
ず
回
転
を
停
め

て
か
ら
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

一二
、
迎
転
中
や
略
航
中
は
楠
山
者
は
、

お
任
い
に
合
閃
を
し
な
が
ら
、
作
業

を
し
ま
し
ょ
う
。

回
乾
燥
織
は
火
災
に
注
意
を

て

位
制
刷
機
の
ま
わ
り
は
い
つ
も
き
れ

い
に
し
、
燃
え
日仰い
も
の
を
凶
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
パ
イ
プ
の
継
目
か
ら
油
が
踊
れ
て

い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

一二
、
乾
傑
中
は
・
と
き
ど
き
バ
ー
ナ
ー

の
燃
え
ぐ
あ
い
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

謡
ト
レ
ー
ラ
ー
の
連
転
は
交
通
規
則
を
守

ろ
う
一
、
運
恥
席
や
荷
台
に
は
、
人
を
絶
対

に
乗
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
磁
路
ゃ
れ
H
l
プ
で
は
、
ゆ
っ
く
り

迎
転
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
権
利
移
動
や

転

用
に

は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
を
勝
作
の
目
的
で
売
買
し
た
り
、

貸
借
等
に
よ
リ
そ
の
権
利
の
股
定
、
移
動

す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
や
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
が
な
い
羽
合
は
、
本
資
記
を
す
る

乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
苑
買
契
約
等
も
無

効
で
す
。
小
作
地
に
つ
い
て
も
法
的
権
利

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た

農
地
を
住
宅
用
地
等
に
転
用
し

た
り
、
買
い
受
け
、
借
り
受
け
て
転
用
す

る
場
合
に
も
、
県
知
事
や
農
林
大
臣
の
許

可
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
優
良
農
用
地
を
確
保
す
る
た

め
、
ほ
濁
整
備
の
実
施
さ
れ
た
と
乙
ろ
や

主
袈
道
路
（
農
道
を
除
く
）
に
隣
接
し
て

い
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

無
断
で
転
用
し
た
場
合
、

原
状
回
復
命

令
や
、
剖
則
の
規
定
を
弓
け
ま
す
。

(4) 

農
地
等
取
得
資
金
の

ご
案
内

i
農
地
の
取
得
に
有
利
な

国
合
融
資
制
度
の
－
活
用
を・

股
地
を
間
人
し
て
、
経
営
の
拡
大
や
改

醤
を
さ
れ
る
が
に
、
農
林
漁
業
金
融
公
聞

か
ら
長
期
、
低
利
の
資
会
を
融
資
す
る
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
借
り
入
れ
で
き
る
人
V

上
お
お
む
ね
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
人

2

現
在
、
主
と
し
て
農
業
に
従
事
し

て
お
り
、
将
来
も
農
業
に
精
進
す

る
見
込
み
の
あ
る
人

ー
買
う
農
地
を
含
め
た
耕
作
面
積
が

地
域
の
平
均
以
上
と
な
る
人

（
所
有
権
移
転
登
記
が
済
ん
だ
農
地

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

〈
借
り
入
れ
で
き
る
金
額
V

個
人

ご
百
万
円

法
人
八
百
万
円

た
だ
し
「
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
」

の
場
合
は

個
人
八
百
万
円

法
人

三
千
二
百
万
円

八
借
り
入
れ
条
件

V

利
率

年

五
%

償
還
期
間
二
十
五
年
以
内
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朝
日
町
教
育
委
員
会
、
朝
日
町
体
育
協

会
、
朝
日
町
小
中
学
校
長
会
主
催
の
第
一

回
高
桜
杯
争
湾
少
年
ツ
フ
ト
ポ
1

W
大
会

が
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
、

小
丸
山
・
泊
中
グ
ラ
ン
ド
に
、
町
内
各
地

区
か
ら
二
十
ニ
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
初
の
栄
冠
を
め
ざ
し
て
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

と
れ
は
、
生
前
、
朝
日
町
の
学
校
体
育

社
会
体
育
の
振
興
に
多
大
の
功
績
を
あ
げ

社
会
教訓
円
の
振
興
を
め
ざ
し
生
一
昨
教
育

の
一
端
と
し
て
、
朝
日
町
が
昨
年
行
っ
た

中
央
高
令
者
数
貨
は
じ
人
変
好
評
を
附
附
し
た

こ
と
し
も
聞
か
れ
た

中
央
高
令
者
数
本

コ
中
央
公
民
館

ア

の
で
、
本
年
も
七
月
二
十
五
日
か
ら
十

一

月
二
十

｝
日
ま
で
、
八
川
に
ハ
り
．h
一ソエ

第 24 I号ひ ーさあ報広
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テ
イ
に
山
ん
だ
学
山
中
川
誠
阻

が
れ
幽
さ
れ
目
．
下
月
に

t
二
回
の
わ
り
あ
い
で
開

か
れ
て
お
り
ま
す
。

と
の
中
央
高
令
者
教
室

は
、
朝
日
町
各
地
区
の
老

人ク一一
フ
プ
の
会
長
及
び
そ

の
他
の
役
員
を
対
象
に
し

た
も
の
で
す
が
、
特
に
希

望
す
る
万
は
随
時
出
席
さ

れ
で
も
よ
い
と
と
に
な
っ

て
い
ま
＋
9
0

（
写
真
は
先
般
行
わ
れ
た

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
め

ぐ
り
、
魚
津
市
腰
史
民

俗
資
料
館
に
て
）

山
崎
B
チ
ー
ム
に
初
の
栄
冠

第

一
川
し
日
川
餓
係
争
管

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

灘

体
協
だ
よ
り

盤

制宮：3：左手 8r. s n 
・・ ・，！！ 3 Ill，便物I≪・・r 

ら
れ
た
故
高
桜
宗
繁
氏
（
元
朝
日
町
体
育

協
会
刷
会
長
．
昭
和
四
十
八
年
八
月
ど
逝

去
）
の
ご
遺
志
と
し
て
、

町
の
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

m財
の
飾

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
も
の
を
ほ
合
に
、

政
人
の
強
く
闘
っ
て
お
ら
れ
た
少
牛
ス
ポ

ー
ツ
の
仮
川
県
に
役
マ
て
よ
う
と
川
則
さ
れ

た
も
の
で
す
υ

作
郎
防
附
や
校
－卜
か
ら
迎
ば
れ
た
三一
二
O

人
の
拠
手
法
は
、
長
い
旺
休
み
巾
の
蹴
習

の
成
裂
を
い
か
ん
な
く
発
卵
、
熱
戦
の
－結

制
剤
、
山
崎
H
チ
l
ム
が
七
対
二
で
慌
川
チ

ー
ム
を
破
り
、
見
事
館
一
回
の
高
桜
れ
を

獲
得
し
ま
し
た
。

準

決

勝

山

崎

B

5

4
境

笹
川

2
1
1
大
家
圧
A

山
崎
包
7
1
2
笹
川

決

勝

第
十
七
回
町
民
水
泳
大
会

第
七
回
小
中
学
校

水
泳
記
録
会

〔
八
月
三
日

町
営
プ
l
ル〕

。
小
学
校
の
部

マ
五
年
女
子
五
十
米
自
由
型
①
扇
谷
悦

子
（
宮
〉
①
谷
千
恵
子
（
山
）

マ
六
年

女
子
玄
＋
米
自
由
型
①
青
島
扶
美
枝
＠

字
国
由
加
里
（
南
）

マ
五
年
男
子
五
十

米
自
由
型
①
仙
名
良
成
（
山
）
①
大
村

英
樹
（
泊
一
ニ
）
マ
六
年
男
子
五
＋
米
自

由
型
①
大
菅
政
明
（
泊
三
）
①
長
崎
陽

一
（南）

マ
五
年
女
子
五
＋
米
平
泳
①

北
山
恵
美
子

（南）

①
扇
谷
美
千
代
（

宮
）
マ
六
年
女
子
五
＋
米
平
泳
①
長
崎

情
忠
（
隅
）
①
岡
田
由
加
盟
（
大
）

マ

五
年
男
子
五
十
米
平
泳
①
大
森
彰
治
（

ぃ附
｝
①
脇
山
芳
久
（
泊
一
己
マ
六
年
男

子
五
十
米
平
泳
①
金
沢
松
人
（
泊
一
ニ）

①
吉
江
満
（
五
）

マ
五
年
女
子
互
＋
米

背
泳
①
広
回
数
美
（
大
）
①
長
井
美
津

校
（
笹
）
マ
六
年
女
子
五
十
米
首
涼
①

長
崎
筒
恕
（
南
〉
①
長
井
三
史
（
笹
）

マ
五
年
男
子
五
十
米
背
涼
①
仙
名
功
（

山
）
①
大
森
彰
治
（
商
）

マ
六
年
男
子

五
十
米
背
涼
ψ
長
崎
随
一
（
南
〉
①
川

合
雄
二
（
南）

マ
男
子
百
米
自
由
型
①

加
藤
信
郎
（
宮
）

V
女
子
育
米
平
泳
①

尉
谷
美
智
代
（
宮
）
①
筋
義
久
美
子
（

宮）

一V
男
子
育
米
不
泳
①
谷
口
保
則
（

山
）
①
江
端
俗
文
（
宮
）
マ
女
子
二
百

米
リ
レ

l
ω出
保
①
山
崎
マ
男
子
二
百

米
リ
レ
l
①
・間
保
①
泊
一
で
民

(5) 

A

守
中
学
校
の
部

V
女
子
百
米
自
由
型

ω北
山
真
弓
美
（

悶
）
①
米
山
加
京
大
（
南
）

マ
男
子
百

米
自
由
型
①
谷
浴
之
（
五
）
①
中
島
裕

幸
（
南
）
マ
女
子
育
米
平
泳
①
大
平
葉

子

（泊
一二
）
①
字
凹
斜
子
ハ
南
〉

マ
男

子
百
米
平
泳
①
水
下

一
人
〈
泊
一二
）
①

下
山
隆
（
泊

一
）
マ
男
子
百
米
背
泳
①

松
原
隆
明
（
泊
一二
）
ワ
男
子
五
十
米
バ

タ
フ
ラ
イ
①
谷
硲
之
（
五
）
①
水
下
）

人
（
泊
一
二
）
マ
女
子
二
百
米
リ
レ
1
①

山
崎
②
南
保
マ
男
子
ニ
百
米
り
レ
l
①

五
箇
庄
①
泊
－一
一区

－
一

般
の
部

マ
五
十
米
自
由
型
①
米
国
吉
彦
（
泊
二

）
①
畠
山
朗
（
泊

一
）
マ
女
子
五
十
米

草
泳
①
舟
見
美
千
子
（
泊
一

一）
マ
男
子

五
十
米
平
泳
①
中
島
繁
（
泊
三）

。
地
区
対
抗
成
績

①
南
保
向
山
崎
①
泊
三
一
区

。
小
学
校
優
秀
校

宙
開
保
小
、
山
朗
小
、
大
家
庄
小

第
二
十
一
回

町
民
野
球
大
会

八
月
十
七
日

小
丸
山

・
泊
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

①
境
①
宮
崎

？
t
F
D
Q
U
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富
山
県
体
育
大
会
登
山
競
技
会

朝

日

岳

第
二
十
八
回
市
山
川
市
民
依
海
大
会
設
山

積
技
会
が
八
月
二
十一一
J
二
十
四
日
朝
日

岳
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
五
チ
1

ム
七
十
二
名
が
A
・
B
・

c

鰐 ？~ I I) ひさあ報広

で

行

わ

れ

る

急
ぐ
ほ
ど
減
ら
す
燃
料
増
す
危
険

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
二
日

l
＋
月
一

日

－
D
の
四
コ
ー
ス
に
分
れ
、
体
力
、
技
お

昭
和
五
十
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

術
、
設
附
、
態
度
な
ど
に
つ
い
て
蹴
い
合
問誌
は
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月

一
日
ま
で
の

い
ま
し
た
。

二一同
十
日
間
に
わ
た
っ
て
全
国

一
斉
に
展
開
さ

選
手
た
ち
は
、
台
風
六
号
の
従
来
に
も
臨

／

現
れ
ま
す
。

め
げ
ず
チ
ー
ム
ワ
l
ノ
を
出明一

乙
の
運
動
は
歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転

と
り
な
が
ら
自
然
と
己
に
ι

’
ニ
者
の
盟
主
、
そ
の
他
陸
上
交
通
に
関
係
す

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

＝む
る
す
べ
て
の
者
に
交
通
安
全
思
怒
の
絡
及

川判
日
町
か
ら
は
川
ぬ
山
吉
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル

l
w
の
実
践
舎

の
会
が
訟
加
し
沼
附
し
て

制
口
凶
づ
け
、
交
通
事
政
防
止
の
徹
氏
を
闘

い
ま
し
た
。

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

成
制
は
次
の
と
お
り

今
運
動
は
「
歩
行
者
と
く
に
こ
ど
も
と

優
秀
チ
l
ム

老
人
を
交
通
事
故
か
ら
ま
も
る
」
ζ
と
に

A
コ
ー
ス

電
点
を
置
く
乙
と
に
な
り
ま
し
た
0

．
富
山
県
庁
山
吊
ス
キ

ー

乙

ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
ま
も

古

る

た

め

に

は

つ

ぎ

の

こ

と

に

協

力

騒

い

ま

B
コ

ー

ス

。

－
北
陸
電
力
山
岳
部

乙
ど
も
老
人
身
体
障
害
者
等
交
通
弱
者

．
黒
部
山
岳
会

に
対
す
る
保
護
を
図
る
た
め
安
全
運
伝
の

C
寸

l
ス

－
福
野
高
等
学
校

な
お
、

一
般

三

名

少

年
三
名
の
国
体
派
遣
選
手

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

歌
会
始
め
の
お
題
『
坂
』

間
和
五
十
一
年
歌
会
始
の
お
題
は
0

．段

。
と
・
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
屈
の
「
坂
」
〈
阪
）
と
は
、
の
ぼ
り

又
は
く
だ
り
の
め
る
迫
の
こ
と
で
す
が
、

欧
句
に
は
地
名
と
し
て
の
坂
道
、
あ
る
い

は
抽
象
的
に
、
例
え
ば

「
人
生
の
坂
」
な

ど
と
し
て
よ
み
込
む
こ
と
も
差
し
支
え
あ

と
き
ま
る

り
ま
せ
ん
。

マ
豚
遂
の
期
間

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

マ
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
川
東
京
都
千
代
田
区
午
代
田

一
番

一

号

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「
詠

進
歌
」
と
脅
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
交
通
対

策
協
議
会
と
λ
内
節
務
開
共
催
に
よ
り
実

施
し
た
交
通
安
全
ク
イ
ズ
の
応
停
を
締
切

り
ま
し
た
。
正
桝
者
多
数
の
た
め
厳
正
州

選
の
結
果
次
の
万
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。子

供
の
部

O
境
O
南
保

O
南
保

O
沼
保

水
地
ゆ
み

勝
胤
英
明

長
谷
千
枠

制

机

子

励
行
、
経
済
速
度
の
確
保
、
不
用
不
急
の

使
用
自
粛
等
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

。
大
家
庄

述
転
者
の
部

O
桜
塚

O
耐
保

O
横
尾

O
泊
。
大
家
庄

柏
原
勝
弘

西
国
富
美
子

勝

原

実

坂
東
鹿
子

侮
沢
繁
次

坂
口
松
次
郎

問
題
と
笹

子
供
の
部
会
中
学
三
年
生
ま
で
）

O
の
中
に
ひ
ら
が
な
で
正
し
い
字
を
入

れ
な
さ
い
。

守，・
n
h
u
n
H
V

間
一
ど
う
ろ
を
あ
る
い
て
お
う
だ
ん
す

る
と
き
は
み
ぎ
ひ
だ
り
を
み
て
く
る

芝
乙
な
い
と
と
を
た
し
か
め
て
て
を

あ
げ
て
わ
た
り
ま
す
。

(6) 

間
二
ど
う
ろ
は
み
ぎ
が
わ
を
あ
る
き
ま

す
。

間
三
ほ
ど
う
の
あ
る
と
ζ

ろ
は
ほ
ど
う

を
あ
る
き
ま
す
。

間
四
じ
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
た
ら
ひ
だ
り

ほ
し
を
い
ち
れ
つ
に
ゆ
き

ま
し
ょ

R
J

。
迎
転
者
の
創
出

（高
校
生
以
上
）

O
の
中
に
字
を
入
れ
正
し
い

χ
に
し
な

Vも
a

、、
。

’〆、・
h
v

問

一
止
ま
っ

て
い
る
通
園
パ
ス
の
そ
ば

を
通
る
と
き
は
徐
行
し
て
安
全
を
健

か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
二
前
方
の
交
通
が
混
雑
し
て
い
る
た

め
交
業
点
の
中
で
動
き
が
と
れ
な
く

な
り
、
交
差
す
る
道
路
を
通
行
す
る

車
な
ど
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、

信
号
が
青
色
で
も
そ
の
交
差

点
に
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

間
三
日
川
単
が
右
折
の
た
め
道
路
の
中
央

に
寄
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
左
側

を
追
い
鑓
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
四

すの
る間迫
。にい
安 越
金 し
な q』
聞は
附
を迫
保 い
つill
よす
う主主
にと

間
五
踏
切
を
通
過
す
る
と
き
は
、
エ
ン

ス
ト
を
防
止
す
る
た
め
、
変
速
し
な

い
で
発
進
し
た
と
き
の
低
迷
ギ
ヤ
の

ま
ま

一
気
に
通
過
す
る
よ
う
に
す

る。
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第
十
三
回
朝
日
町
青
年
強
会
は
去
る
六

月
十
七
日
告
示
、
七
月
八
日
選
挙
の
結
果

ニ
十

一
名
の
当
選
が
決
ま
り
、
八
月
二
十

五

a午
後
八
時
よ
り
町
聾
会
謹
場
に
お
い

て
組
織
議
会
を
開
き
ま
し
た
が
、

組
織
議
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
中
野
連
合
青
年
団
長
の
挨
拶
、

中
川
町
長
、
酒
井
町
議
会
議
長
、
藤
条
教

育
長
、
富
山
県
青
年
団
協
議
会
か
ら
激
励

が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
議
会
で
は
、
水
島
啓
二
君
（
塊）

を
仮
議
一長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
議
長
に

大
久
保
体
一
君
（
五
）

、
副
議
長
に
金
吉

判
子
さ
ん
（
大
）
を
選
出
し、

会
期
を
八

月
二
十
五
日
か
ら
十
月
一
一
十
六
日
ま
で
の

六
十
二
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

ζ

の
あ
と
各
常
任
委
員
の
選
任
、
及
び

正
副
蚕
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
続
い
て
舟

見
議
員
よ
り

「
数
年
前
か
ら
青
年
議
会
で

取
り
上
け
て
い
る
町
議
会
広
報
の
発
行
に

つ
い
て
も
う

一
度
原
点
に
も
ど
り
、
そ
の

重
要
性
を
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
て
は
ど

う
か
」
の
動
議
が
提
出
さ
れ、

と
の
あ
と

竹
内
議
員
、
谷
口
議
員
が
賛
成
討
論
を
し

た
あ
と
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、’
中
川
町
長
か
ら
「
昭
和
五
十
年

得
円
議

長

大
久
保
祥

。
副
議
長

会
士
ロ
礼
子
さ
ん

ひ 一一一ー第24 I号 ・さ報 X あー広商務32年自 丹 8日
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一
君

度
施
政
方
針
－M
説
」
が
あ
り
、

と
れ
を

一

括
議
題
と
し
各
委
白
人
公
に
付
託
す
る
乙
と

で
組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

各
委
員
会
別
議
員
名

（＠
は
委
員
長
、
O
は
副
要
員
長）

総
務
委
員
会

。
水
島
啓
二
｛境）

O
藤
井
久
子
（日）

谷
口
宗
次
戸
一間
）
兆
山
美
街
子
（
問
）

川
崎
郁
生
（
日
）
長
谷
利
子
会問〉

石
川
き
み
子
（
日
）
藤
井
謙
吉
（泊）

江
端
文
男
（
山）

舟
見
現
（
泊
）

伊
能
き
ぬ
子
（日
〉

文
教
厚
生
委
員
会

。
長
井
勝
路
（笹）

O
大
倉
敏
子
（
山
）

大
久
保
祥
三
五
）
伊
藤
紀
子
（大）

金
吉
机
子
〈
大
）

産
業
建
設
委
員
会

。
竹
内
重
之
（笹）

O
大
井
加
代
子
（
山
）

門
口
光
夫
（
大
）
小
林
み
さ
子
（
臼
）

遊
沢
茂
英
（
山
）

議
議
広
報
発
行
促
進
特
別
委
員
会

。
舟
見
男
（
泊〉

O
伊
能
き
ぬ
子
〈
日
）

江
端
文
掲
（
山
）
川
崎
弥
生
（日
）

谷
口
宗
次
（
南
〉

．．
 
・、
，t
J

・J
・，E
、，
‘．・
・．，、，
E

、．
・．・、，
e
、，・．：
，r
、，g
Jず

い
朝
日
町
農
業
委
員
会
小

川

会
長
等
き
ま
る
人

一

農
業
委
員
の
改
選
に
伴
う
朝
日
町
農
小

川
業
委
員
会
の
組
織
会
議
は
八
月
五
日
開
f

一
か
れ
会
長
等
の
選
挙
の
結
果、

次
の
方
…

V

が
就
任
さ
判
ま
し
た
。

一

会
開
設

鹿
熊
安
正
一

山

同
職
務
代
創
者

米
国
土
ロ
ニ

内〉
法
性
一
一ゅ
は
北
間
3
1
一
河
辺
い

去
る
七
月
三
十
日
、
入
器
密
察
箸
に
お

い
て
烈
東
防
犯
協
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
、
昭
和
四
十
九
年
院
事
業
報
告
、
収
支

決門折
、
五
十
年
度
事
業
計
岡
、
収
支
Y
7拝

に
つ
い
て
穏
議
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。
同
協
会
は
、
防
犯
忠
似
の
荷
崩
を
目
的

と
し
、
入
皆
、
朝
日
岡
町
で
組
織
さ
れ
、

季
節
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
の
凶
設
、
少
年

柿
導
員
研
修
会
、
防
犯
懇
談
会
の
開
催
、

明
る
い
黒
東
を
中
心
と
す
る
各
種
広
報
活

勤
務
－
通
じ
地
域
防
犯
の
維
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
朝
日
町
関
係
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す。

中
川
薙

一
（
朝
日
町
長
）

水
島
畑
次
郎

（
伯
校
下
防
犯
組

合
長
）

大
森
賃
ニ

（一附
保

・ノ

）

南

茂

選

（五
箇
庄
グ
）

赤
川
重
次

（
山
崎

h
q

）

大
野
亀
吉
田

（
大
家
圧
h
q

）

金
森
甚
大

（陥明

。

）

勝
国
庄

一

（恒
川

庁
）

竹

谷

実

（
宮
崎

h
q

）

布
施
佐
吉
（
朝
日
派
出
所
主
幹
）

常
任
盟
事
加
藤
俊
之
（
朝
日
町
助
役
）

監

事

舘

弘

（
朝
日
町
総
務
課
長
）

顧

問

鹿
熊
安
E
（県
議
会
議
員）

参

与

酒

井

栄

（
朝
日
町
議
会
議
長
〉

谷
雄
元
溝
典

（
保
護
司
会
朝
日

支
部
長
）

国
民
文
一

（
日
東
紡
泊
工
場
長
）

副
会
長

理

事
// ’J ク’J イア’y // // // // 

二
団
体
に

黒
東
防
犯
協
会
長
表
彰

七
月
三
十
日
、
県
東
防
犯
協
会
一
会
の

席
上
、
円
頃
か
ら
防
犯
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
顕
著
な
山
績
が
あ
っ
た
と
し
て
朝

日
町
か
ら
栄
町
第
四
硯
防
犯
モ
デ
ル
地

区
、減
山
子
ど
も
会
の
二
団
体
に
表
彰
状、

感
謝
状
が
悶
ら
れ
ま
し
た
。

栄
町
第
四
班
防
犯
モ
デ
ル
地
区

（代
表

魚
住
間
総
）
は
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
防
犯
訓
紋
の
実
施
、
防
犯
迎
粕
装
悩
の

設
置
な
ど
を
は
か
り
、
明
る
い
町
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、
又
、
城
山
子

ど
も
会
（
代
表
、

加
藤
真
彦
〉

は
少
年
の

自
立
形
成
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
市
助

は、

非
行
防
止
、
健
全
な
青
少
年
育
成
に

効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火
災
予
防

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
台
風
通
過
時
に
は
当
地
方
特
有
の
フ
ェ

ー
ン
現
象
で
空
気
が
異
常
に
乾
附加
し
て
、

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
大
火
に
な
り
や

す
い
気
象
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、
火
の

取
り
扱
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
稲
の
収
穫
期
に
な
り
乾
燥
機
を

使
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

乾
燥
機
の

取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し
、
乾
煉
機
よ
り

の
火
災
に
備
え
て
、
禍
火
器
を
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
田
園
等
で
火
を
使
用
す
る
場
合

は
事
前
に
消
防
署
の
万
へ
届
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で、

無
屈
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

尚

夜
間
及
び
風
の
強
い
日
、
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
時
の
回
闘
等
で
の
火
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
県
立
高
等
技
能
学
校

一
職
業
訓
練
生
募
集

一
蹴糊
高
等
訓
練
課
程

一
発
期
間

一
年

一

（専
門
的
な
技
能
習
得
を
目
的
と

一

す
る
）

一

機

械

斜

機
織
製
閣
制
（
宮
山
）

一

自
動
車
路
備
科
（
県
部
、
羽
野
）

一
＊
募
集
期
間

一

川
九
月

一
日
か
ら
十
月
三
十
一

日

一

ま
で

一

間
五
十
一
年
二
月
二
日
か
ら
二
月

一

二
十
七
日
ま
で

一
号
資
格

一

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
と
れ
と
同

一

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
。

一

（

卒
業
見
込
み
を
含
む
）

一
持
入
校
時
期

一

昭
和
五
十

一日
午
四
月
上
旬

一
務
職
喋
転
換
訓
練
課
程

一
二
期
間

六
ヶ
月
ま
た
は
一
年

一

（
中
高
年
令
コ
1

ス
、
転
職
者
、

一

蹴
農
者
を
対
象
）

一
報
機
械
、
溶
接
、

自
動
車
整
備
、
恒

一

金
、
配
管
、
沼
気
工
事
、
電
器
接

一

路
、
建
築
、
木
材
工
芸
、
塗
装
、

一

建
設
機
械
運
転
、

プ
ロ
y

ク
建
築

一

（
タ
イ
ル
を
含
む
）
ミ
シ
ン
縫
製

一

（
洋
裁
）
、
経
理
、
機
械
製
図

一
帯
募
集
期
間

一

九
月
一
日
J
九
月
三
十
日

一
＊
入
校
時
期

一

昭
和
五
十
年
十
月
一
日

一
持
そ

の

他

入
校
者
の
う
ち
所
定
の

一

資
格
に
該
当
す
る
者
に
は
雇
用
保

一

険
金
ま
た
は
訓
練
手
当
が
支
給
さ

一

れ
ま
す
。

一
詳
細
に
つ
い
て
は
公
共
職
業
安
定
所

一
高
等
技
能
学
校
、
ま
た
は
職
業
訓
練

一
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(7) 
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以

上
の
工
事

；

林
道
三
峯
線
舗
装
工
事

〈池
の
阪
地

内）

工
事
鉛
五
、

二
O
O干
川

工

期

八

月

一
日
1
十

一
月
l
日

延

長

三

六

回
米

山

員

凹

・
0
0米

二
、
境
小
学
校
火
災
報
知
機
設
債
及
び
各

小
学
校
修
繕
工
事

1
事
費
三
、
八
三
O
千
円

期

八

月
ト
二
日

i
九
月
二
ト
日

甥 24 I号ひさ

今
月
の
税
金
以
、
国
民
健
康
保
険
税
の

第
二
期
分
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
談
し
よ
う
。

月
．コ
ト
日
）

あ

（納
期
限
九

報

一

朝
日
町
人
事
異
動

い

，

新

旧

A

，
建
設
諜

産
業
課

川
崎
叫

谷

口

宗

次

～

』
主

事

主

事

リ

（阻
和
五
十
年
七
月
七
日
付）

一

、
ま

泊

病

：

（
退

峨

宥

桜
町

附

下

沢

久

子

ん

，

（附
和
五
十
年
八
月
十
八
日
付
）

～

『

ヨ

「

宅

円

九
退

職

投

存

附

稲

短

俊
彦

い

～
退
職
問
一
側
峨
尾
崎
ま
さ
子
（

i
l
i
 

）

（
附
和
五
十
年
八
月
三
十
一
日
付
〉
九

F
b
丙
宅

川
君
御
山
川
新
保
金
沢
日
以
子
一

（

（昭
和
五
十
年
九
月

一
日
付
）

や
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相
談
ご
と
ご
案
内

マ
行
政
相
絞

日

時

停

月
第
一
火
腿
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
織
法
律
相
談

日

時

九

月
十
七
日

午
後

一
時
J
午
後
四
時

場
所

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
相
絞

日
時
毎
週
火
随

u

午
前
十
時

t午
後
三
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L

＝7
0五
七
六

司王波;im.i;;絞殺燃官事i;i紫哲滋τa訴事~ぽ窓議~歪

場
所父

通
事
故
巡
回
相
談

①
日
附
第
一
月
、
第
三
火
曜

午
前
十
時
I
午
後
三
時

場
所
黒
部
市
役
所

①

日

時

第

て

第

三
水
脇
田

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所

魚

津

県

総
合
庁
舎

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
貴
重
な
善
窓
の
預
託
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
に
陣
く
お
砧
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
学
ノ
1
卜

八
四
冊

鉛

却

八

打

よ

伊

藤

町

義

美
殿

品毛窓お

娘
の
絹
子
さ
ん
の
病
気
全
快
の
よ
ろ
と

び
と
、
病
気
中
、
御
見
舞
等
大
変
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
た
同
級
生
の
み
な
さ

ん
、
先
生
方
へ
の
脇
制
の
気
持
を
、
恵

ま
れ
な
い
子
供
述
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

壱
千
円
也
上

町

平

坂

光

安

殿

姶
得
制
持
労
金
を
社
会
禍
祉
の
刑
進
に
役

立
て
た
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

参
千
円
也
朝
日
町
警
察
官
派
出
所
御
一
同
殿

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
朝
日
町
曹
察
官
派
出
所
の
み
な
さ

ん
が
持
ち
寄
っ

て
布
施
主
幹
さ
ん
が
持

参
預
託
さ
れ
た
も
の
。

弐
万
弐
千
円
也朝
日
町
商
工
会
青
年
部
殿

あ
さ
ひ
祭
の
納
涼
の
ど
自
慢
コ

ン
ク
ー

ル
の
淑
話
シ
ョ
1
の
色
紙
を
版
記
し
た

収
疏
金
を
社
会
制
祉
の
附
地
の
た
め
に

役
立
て
た
い
と
澗
託
さ
れ
た
も
の
。

五
下
回
百
九
治
円
山

朝
日
町
の
一
老
人

へと
く
名
殿
）

社
会
福
訟
の
増
進
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
五

O
円
、
五
円
硬
貨
・
取
り
ま

ぜ
た
も
の
を
持
参
さ
れ
た
も
の
。

参
万
円
也

普
明
会
教
団
高
岡
支
部
殿

灼
割
問
下
の
修
行
等
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

浄
財
を
恵
ま
れ
な
い
人
遣
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

弐
千
円
也
幸

町

と

く

名

殿

社
会
開
制
似
の
精
進
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
、
と
く
名
で
持
書
さ
れ
た
も
の。

五
千
円
山
栄

町

田

班

代

表

大

刺
栄
会

村

重

忠
殿

栄
町
四
旺
（
朝
栄
会
）

訪
犯
モ
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